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藍藻に関する本が二冊でた。

(1)は上記の4人の学者の執筆になるもので，内容は14章に分かれ，さらに末尾に56

頁に及ぶ文献欄と26頁に及ぶ索引がある。内容の概略は次のようである。形態，生殖と

分類，細胞器官の微細構造と機能，運動，生長生理，光合成，呼吸，蜜素代謝，生活環

と形能形成，淡水産藍藻の生態，海産藍藻の生態，陸生藍藻の生態，室索固定，共生，

進化と系統など。

(2)は25章と 4つの追加章から構成され，各章はそれぞれの分野の第一線の研究者の

分担執筆となっている。内容は(1 )とかなP似ている点が多いが，追加章には世界各

国における藍藻のカルチャーコレクションのリスト，実験室内における藍藻の分離と培

養法，糸状藍藻の連続培養法，Anacystis nidulansの大量培養法など技術面の解説が

あり便利である。

(千原光雄)
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口Blum，J. L.: Vaucheriaceae. (18.5x26.5cm)， 64 pp.， Figs. 1-104， N. Y. Bot. 

Garden (N. Am. Flora II， 8: 1-64， 1972) (価格は不明)フシナシミドロ科のものと

しては VENKATARAMAN(1961)がインドの1.C. A. R. Monograph on Algaeの1冊

として出版したものがある。しかし，これは当時迄に世界各地から記載されている種を

拾って並べたに過ぎず，便利ではあるが，物足りない感がないでもなかった。事実

V ENKAT ARAMAN自身がフシナシミドロ属について一つの報告も出していない。それに

対して， BLUMはフシナシミドロ属の一部について，北米産のものだけでな<.ヨーロ

ッパ各地に保存されている Exsiccataeに基いて詳細な比較研究を進め，数種の新種も

記載した人である。 N.Am. Floraの1分冊として出版されたこの書には北米産の種に

限られているために，扱つである種は42種であるが，随所に BLUM自身の考え方や研究

成果が出ている。その意味でも優れたものと言えよう。文献も主要なものはすべて掲載

されている。

フシナシミドロ科はフシナシミドロ属の l属を含み，主に造精器の形状によって

Sectionに分けられてきている。 BLUMもその考え方は踏襲しているが，Vaucheria 

uncinata (Syn. Vaucheriopsis a庁 hyncha，Vaucheria a庁 hyπcha)の特異な生卵器の構

造に着目して，この種を含む新しい SectionHeeringia BLUM (in Bull. Torrey Bot. 

Club， 98: 193， 1971)を採用している。この V.uncinata (日本にも各地に広く産し，

筆者は先に V.a庁 hynchaの名で報告した)は造精器の構造からは Sect.comiculatae 

に入るべきものであるが，生卵器は鳴状突起がなく，チョウチンミドロ Dichotomo・

siphon tuberosusのそれと全く同じで，もし藻体にくびれがあればチョウチンミドロ属

に入れてもおかしくない程の注目すべき種であって，この種を新しい Sectionに入れて

区別するのは当を得ていると考える。(山岸高旺)
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円)

藻類の体制，生殖及び分類などの全般について詳しく解説した本の一つに名著といわ

れる F.E. FRITSCHの Thestructure and reproduction of algae， 1 (1935)， 11 (1948) 

がある。しかし紅藻類を扱った 11は 1948年の出版であるので，出版後既に 25年以上

の最月を経た。今回 DIXON教授が著わした標記の本はその後に得られた紅藻類全般に

ついての知見を中心に解説している。とくに著者自身が得意とする生殖，生活史及び紅

藻類の terminologyについては詳しい見解が披滋されている。指画の作成と配置に工夫

が盛られていればさらに新鮮味が出たであろう。この点は措しまれる。

(千原光雄〉
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